'70物性若手夏の学校報告 by unknown
Title'70物性若手夏の学校報告
Author(s)








物性若手夏の学校は今年で 15回目,ここ数年参加者は 400- 5_00名を数
え,全体講義,サブ活動の 2本立ての構成も定式化してきた.しかしそれに伴
い講善のマスプロ'化∴若手静の交虎の不足, DCの参加者の減少等の問題が生
じてきた｡ 昨年準備校決垂以来,先ず最 も基本的夜間昏 Q若手夏の学校の意蒼
は何か "忙立ち戻 り∴若手会員にアンケー ト調査する夜として今回の夏の学校
の方針を検討したよその麗果,夏の学校のもつ教育的効果を確認す ると同時に
それ以上に若手の研究面で夏の学校のもつ役割 を寮極的に追求すべきであ り,
若手自身が間藤点,疑問点を出し合 う中でこそ ,若手闇の交流が深め られると
考えた｡
具体的には




校の もつ 2つの意義 (教育動,研究面)を積瞳的に分け,参加者にその選
択 を任せる｡
たどを考え企画したO
さて,泉の学校が終 って 2ケ月余 り経た今 ,振 り返ってみると初期の目的が
貰徹されたとは吉V,難vlが,今回の夏の学校で,若手活静,特S･/C今後の夏の学
校陀ついセV'くつかの間敷 島を提起 したと思 ってvlるO以下に今回の夏の学校
の準備,運営経過 を轟告し,夏の学校最終 日に行ったアンケー トを踏まえた反
省を述べた'い と思vlます｡
















益 田 義 賀
花 村 栄 ｣
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長 谷 川 津
広 地 和 夫
望 月 和 子
大 井 竜 天
A'･B･F･G･を午前 (9:ODん 12:00),C･D･E･隼 を午後 (1:50
- 4:50)vC行いましたOこの組合せは申し込み書の聴講希望の数,及び,棉
鮭を考慮 して決めた ものですD 台盤の多少の不備,不便は我慢 して もらうとし
て も内容,時間麗分等VEついては更に改良が望まれますO (M C向 きに徹底 し
た講義,嵐よ り欝の講義を望む,9時隈の講義では短かす ぎる,等の意見が有
りました｡ )
今年の予稿集は,完全夜講義 ノー Tではなしに ,会場で0_.)不備 を補 うためで
の図,式,参考文敵等 を載せたアブス トラク ト形式vEL,後で接合 に応 じて講
義 ノー ト密作成する予定でした｡ しかし,この点が徹底 し得なか ったた約,._ま
とま りの欠けた予稿集vCた ってしまいま したo (特に,強い希望が少夜か った
めで語義 ノー トけ作成数 しませんO)
予稿集 は 7月初め頃には参加者に配布す る予定でしたが,講師の決定が遅れ
た事 ,我 々の昌｣刷 ,製本に対する見通 しが甘 かった事のため,鹿局 ,甥地味L
vc夜 ってしまいまLlた.吏VC大井 ,望月両先生1)分は製本に間に合わず ,我 々
の手苦の印刷VCなってしま った事 をお詫 び致 します.鶴,予稿集の印刷 ,製本
資はすべて物性所の共同利用研究資か ら支払 ってもらいま したO
サブ活動 ･研究会
今年は物性基礎論が2本立てで行発かれ ,実質的VCサブ ･グ′レー プが一つ増
加 し,準備佼企画でアモ/レファス半量体の研究会が行発かれた｡ また , 多 くの
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サブ ･グル ープ (訴電体 ,光物性 ,イオン結晶 ,物性基礎論 ,低温 ,半金属)
で若手の研究発表 ,討論形式の活動が企画された｡若手グル ープとしては今後
夏の学校でこの方向を追求し ,さらに夏の学校に限らず若手の共同研究の場 を
拡げて行 く事が重要だと考えます｡ 尚サブ活動を含,めた くt研究会 ".の講師費用
の うち基所の共同利用研究費か ら10万円の援砂を受けましたoサブ ･グル ー
プ研究会活動は以下の通 りですo (カッ･コ内はサブ ･一グル ープ責任者)
1. 誘電体 L'塚本桓也.,東理大 ,応物 ,二馬研)
若手研究発表 ,一 コメント- 徳永正晴 (北大 ,応電研)
2. 光物性 ･イオン結晶 (中川雄嗣 ,京大 ,理 ,化学 ,辻川研)
｢研究室の紹介を基調 とした光物性の方向につい,ての討論 会 ｣
石畢浩三 (東大教養)
5･ 砲性一般 (井川俊笑 ,一都立大 ,埋 ,.物理 ,.小口,節)
｢spinWaveとGre､孤 Function ｣ 小口武彦 (都立大 ,理)
4. 金属 ･合金 ,童性 (河原崎修三 ,京大 ,工 ,受属卸= ,中村研)
｢動的帯磁率 と種 々の物性 ｣ 好村慈洋 (,広島大J,埋J)
5. 半導体 (清水宏要 ,東教大 ,光学研)
｢半導体のElec七rO-Op七ical効琴 とMnJduLation,
spectroscopy｣ 浜川圭弘 日夜大 ,基礎工)
6. 回折 (押山孝 ,京大 ,哩 ,物理 ,万疲研)
｢結晶成長機構及び結晶成長関係の研究状況 ｣
-9日藤範夷 (名大 ,I)
7. 物性基礎 月中E3邦彦 ,京大 ,讃 ,物理第一)
｢Mo,吊 tTanSiい･on,HubbardA,Lo墾 1等について 上
小川泰 (京大 ,埋) 福山秀敏 (東北大 _,理)
rRanac)m SystemJ
米沢富美子 (東ュ大)福山秀敏 (東北大 ,理)大畠永生 (東大 ,遭う
8. 超音疲 (坪内和夫 ,名大 ,工 ,電子 ,有住所)
｢半導体に於けるAcouデもoTMagrleも?--ElecもriU Phenomena｣
衡子柴 宣夫 (電気試験所)
?. 低温 (西沢誠治 ,東教大 ,理 ,物理 ,楢原研)
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｢液体He◆の研究 ～ 実験の現状 ｣
Q 生嶋明 (物性研).
若手研究発表
10. 半金属 (豊削券義 ,阪大 ,盟 ,物理 誹 i村研)
植村泰思 (東大 ,理)
｢半金属の トンネル効果 ｣ 猿渡雄●二 (東大 ･工ト
｢半金属の磁性 (実験) ｣ 山口幸夫 (東大 ,工)
｢半金属の磁性 (芭論) ｣ ′福山秀敏 仁東北大 ,理)
｢半金属の phnもomagrユeto electric効果 ｣
深額哲郎 (粟北大 ･金研')
｢強磁場極限での輸送現象 ｣ 高野修 三 (阪大 ,盟)
ll. 磁性化合物 (日修三 ,北大 ,埋 ,物理 ,宮原研)
｢磁性化合物の歴史と将来の展望 ｣I
宮原将卒 ●(北大 ･理)






｢カルコゲナイ ド系非結晶質半導体のスイッチ ン グ現象及び記憶現象 ｣
田中-宜 (上智大 ,塩=)
｢アモルフ ァス半導体の物性に関す る実験 ｣
野田三善男 (名工大)
塚田捷 (東大 ,三埋)




して呼んた若手 (車に助 手層の人)の費用を今年は準備局か ら出しました｡ (
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帝に別会計に疾しませんでしたが県別として基研か らの 10万円をこ れに当て
宜し亥 ')その捺 ,自愛参加の人 ∴こちらか ら費用を出す人の分け方を明確に決
めておかなかったため ,研究会によって多少の葦が出てしまいました O 今後の
夏の学校で研究会を企画する時 ,その運営費をどうす るかO (自費参加 or 招
待の問題 ,夏の学校全体とのバランスの問題など)は充分検討していかぬばな
らぬ点だ と出いますo
全体講義を前半 ･サブ倍数を後半 と分けた 日程についてアンケナトではほ と
んどの人が く このままでよい "としていますが ,中に･は昨年までの£うTv全体




は今年の参加者はや寸まりその大半が M Cの人でcF)り ,DCr,助手層の参加増は
ほ とん ど夜かったが 1割程度の人が前半だけあるいは後半だけ参加す るという
態度をとった o 参加者'j-)6号とんどが 6日間通して参加するとい う前提に立てば
日程の問題は単に技術1の問題で李が ,そ5)前提に立つか否かは今後 g)夏の学
校の方向づげにかかわる問譲であ_り ,日程 の組み方はその点まで関連 している
と思われますo今年の例がその点に関す る一つの踏み台に売れば幸いです｡
会場 ,民宿 ,リクレ･一㌢ ヨソ等
会場 として初め ,野沢温泉の他に白馬 (細野)等をあた ってみたが 40-0-
5一口0名を収容し ,講義の場所が確保できるとい う条件か ら終局 ,野沢温泉に
決定したO-経年を除いてここ数年野沢で夏の学校-を行 っていたので村償押)受
け入れ態勢は整ってお り ,会場の準備 ,民宿の手配たどほ とん ど東側VCか噸い
で きたO -民宿-の支払い方法 も去年通 りで (先ず本静で参加者の予定に従 って
一議徴収し予定変更による料金の支払い ,払い戻-･し媛全て民宿 と個人とg)間で
行 う)無婁完了した｡ 但 し予め人数,J-)わか らない現地受付け者g-)民宿pg-)確保 ,
串し込み牢レなが ら参加を遅 らせた り,取 りやめた りした人の,al理については
改票の余地が香 ると患います.～(今年は遵約金として都 Ej'J-)夕食代署布部から
支払 った｡ト叉今年の リクV--V ヨ ソは 日程qj調蔓がつかず毅 りやめましたO
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本年慶 ,夏の学校参加費を値上げ (学生 ,有給著それぞれ 500 , 500
の値上げ)した理由は以下の通 りです｡
予算を組む上で見通しをつけるため '69年度の決算報告を参照したところ
本年度の夏の学校の方針の変更を反映 して ,講師費用の点で大きを差異が有 り
根本的に検討したおきなければなら夜かったOすなわち '.69年度は全体講義
5名 ,サブ21名であるのに対し ,'70年度はそれ以前 と方針が変ったこと､
に伴い全体講義 8名 .サブ 27名 ,特別講演 1名の講師が見込まれていたCI)で
ある｡ 講師費用を見積ると仮に交通費平均約 6,600円 ,宿泊代 1日1,700
円 ,謝礼 1,500円 /day,及び全体講義原稿料 1万円として ,ほぼ 65万円
とな り '69年度 (約 47万円)に比して約 18万円の支出増加を見込まねば
な らなかったo 更に '8､9年度テキス ト売 り上げが約 9.9万円あったのに '70
年度はそれほどみこめぬことも明らかと在ったO
これに対して我々は ,69年度にはかなりの額を要したテキ云 卜運送代 ,覗
地交渉派遣費 (11.5万円)VCかV,て工夫することにより 〔テキス トは本部員
の車ではこび ,交渉は現地詳しい本部員に任せる)非常に節約できること ,及
び預金利子 も前年より1万円以上多 くなろことなどがわかったo 結局どうして
も15万円程度の増収をはか らねば在らないことは必至で ,これに対して若手
の財産 (約 90万円)の∵部を使 うことでこれを補 うとの意見も本部員にあっ
たが総会にはか らぬまま ,準備校の一存できめることは問題 として轟終的に値
上げに踏みきることに夜っ女 O
以上の理由の値上げで結局約 15万円の参加費の増加があった｡ ところが会
期直前に意外な事態が生じた｡ つま り ,もともと本年度の方針に基いてテキス
トは解説書 としての性格より,講義ノートとしその性格を表に出して簡素夜も
のVこする筈であったので例年より少い額を見積っていたoしかし種々の手違い
が重希って ,出来上ったテキス トはかな り大部のものとなり ,例年以上の経費
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が必要 となることカミ嘩刷所の話 よりわか った. もともとテキス トの作成は物性




を企ることになった. ところが会期が終 ってしば らくしてテキス ト代は物性研
で全額支払って頂けることがわか った｡議師資を大巾に削ったことで宿舎謝礼
などで講師の諸先生におかけした衛迷惑ははか り知れぬ ものがあり ,深 くお詑
び申し上げます ｡
収 支 ･決 算 〔'69.9.1- .70.Ilo.8)
< 収 入 >
,2'. 誓 墓豊警 要 卜売上 (会期前) 57詩 1,005･995
5. テキス ト売上 〔会期中) 11冊 8,80 0




学 生 (586名× 1,80､0円)
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支出の説明
1. 嘉結亘は夏の学校案 内 ,そ の他に要 した ,紙代 , 文房具代です.
2, 東部襲･L',ji一会期 の前後 を含めて 10日間 の本部 員 日 9名)の現地措定窮9
賛 適褒 め捕 物 ,及び本部運営 中の雑貨ですO今 回は平均一人当 り5千円 (
必要 経撃 の草ほ半額た らずうにな りましたが き,f･i-il年本部 員補助'J)基準 はEfj
確 でな く ｡合後検討 を加え る必要 がある と患います o
f,. サ ブ璃助はサ ブ p グル ープ蒋劫 襲用g)うち ,欝師費用 を除い,7tものを広
別 として 5千当以下C)葦針頚で補助 した もg)です ｡
4. 通信 費は若手支部- の案 内 プ そ の他の郵送料 , 及びサブ準備校 ,謡潤 と
の連絡智です0
5. 運送費姓 ,ナ キス ト , マ イ 37,事務用晶等 を本部 員の牽 2台で還送 し./,I
監:･'J;ガソ リン代です ｡
A_. 衣 渉 派 遣蓑姓現地- (/)下見 (2蘭 .)C,r)交通 襲 て 7 1
7. 旅 衰 補 助 !I,-1 櫨再 ｣,仙台 をゼロとし了こそれ ｡･こ目蓋隔地 J)人7/C片道 JI)差宣畑 .I
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学生は学割で計算)を補助しましたO
札幌 :学 生 17,62 0円メ 17名
有給者 1,890円×
博多 :学 生 720円× 1










塵脇 (6,000円) ,民宿サブ会場 Lr24.000円) ,本部宿舎 (15,○CD
円)そ の他世話 にたった ところ (役場観光課 ,教育委 員会 ,民宿組合 ,等)
- の謝礼です｡
?. 講師資周は全体講義 8名 ,ダブ27名 , 準別講演 1名の講師の交通 費 r
225,740円)宿泊資 日 45,120円)談礼 (サブ講師 1C)00円/a_ay
全体講義講師 10.0CO円)です｡
10. 食事解約代は食事を串し込んでお きなが ら来浸か った方々の分を支払 っ
た もq)です.
lriじめに述べましたようを事情で講師費にあてるつ もりで参加襲(.T)値上げを
したL･,Cもかかわ らず講師費用を切 'りつめました こと ,そ して経帝 ,昨年より
のひきつ ぎ毒に参 加費値｣二げ分だけ増やして次期当番校-ひきつ ぐことLJで在
Irj-ました事に対して ,講師U)方 ′ケ , 及び夏の学校に条かされた方々には五､か
らお､詫び申し上げますo
重複fR:そ りましたがか忙しい中哲野沢温泉まで髄足労断 った講師の先生方 :.
登頂 ,運営に多大克郎 窺力か ,て下さった野沢温泉村監光課 , 及び民宿縫合の
方々ijCは深 く感討致 します｡ 叉京大墓所 > 物性所 より,n,親犬をる審援助に対し
感謝の意 を菜 し莞TO
L,1ー
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